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世界と現状と日本の科学技術力
気候変動、自然災害、少子高齢化などに加えて、長引く新型コロ
ナ感染症や地政学的リスクにより、経済の停滞と人々の格差の拡
大、脱炭素化社会の実現など重要な地球課題への取り組みの遅れ、
世界体制の新たな分極化が顕在化。

先行き不透明で予測困難な時代：科学技術・イノベーションの着
実な推進に加えて、グローバルな人的ネットワークの強化が求め
られ、日本の科学技術危機の克服は最重要課題。

社会が直面する地球規模の課題の解決や、国の持続的繁栄、人々
の豊かな生活の実現、経済安全保障に向けて、各国はIT、バイ
オ、ナノ、量子技術、認知科学等先端科学分野で熾烈に競争。

日本の「国際競争力」や企業の「収益力ランキング」は大きく低
下し、凋落が顕在化。
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産業の土壌を耕す日本の科学技術力の現状は…



失われた30年：GDPの国際比較
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多様な職位と人材が必要：
教育研究に必要な人材や研究マネジメント人材を継続性のある雇用制度のもとで任用

研究時間の劣化

出典：文部科学省「平成 30 年度大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」
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日本の科学技術力のプレゼンス低下
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海外への派遣研究者数（年度毎）
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海外への派遣研究者数（中長期：31日以上）海外への派遣研究者数（短期：30日以内）

● 短期：調査開始以降、増加傾向が見られたが、2020年度は大きく減少（年度を通じた
新型コロナウイルス感染症の影響とみられる）。

● 中・長期：2008年度以降は横ばい傾向（ピーク時の約半数）であったが、2020年度は
前年度よりも減少（同様に新型コロナウイルス感染症の影響とみられる）。

出典：令和3年度科学技術試験研究委託事業「研究者の交流に関する調査」
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大学等研究機関の国際化対応の遅れは深刻（教員、研究者、学生）
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